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No.9

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
「
ま
ち

づ
く
り
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
団

体
の
補
助
金
削
減
や
保
育
園
の
民
営
化
な

ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
大
き
く
後
退
さ
せ
る

一
方
、
企
業
誘
致
に
は
熱
心
で
す
が
、
地

域
経
済
を
良
く
す
る
に
は
、
大
企
業
呼
び

込
み
型
の
古
い
や
り
方
で
は
な
く
、
地
域

に
根
差
し
て
頑
張
っ
て
い
る
中
小
零
細
企

業
こ
そ
も
っ
と
支
援
し
、
雇
用
と
消
費
を

増
や
す
地
域
振
興
策
に
転
換
す
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
理
由
で
す
。

保
育
園
の
民
営
化

市
立
藤
沢
保
育
園
と
豊
里
保
育
園
の
民

営
化
に
つ
い
て
は
、
「
『
民
営
化
に
よ
っ

て
、
保
育
の
質
の
向
上
を
図
る
』
な
ど
と

説
明
し
て
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
市
行
政

に
お
い
て
、
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

に
常
に
最
善
の
保
育
の
質
を
提
供
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
、
民
営
化
に
よ
っ
て
保
育
の
質
の
向
上

云
々
に
至
っ
て
は
、
市
の
保
育
行
政
に
お

い
て
ま
こ
と
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
」

と
い
う
指
摘
を
し
、
反
対
し
ま
し
た
。

三
月
議
会
に
つ
い
て
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問

集
会
所
事
業
の
廃
止
に
と
も
な
う
自
治
会
へ
の
集
会
所
の
無

償
譲
渡
と
の
関
連
で
、
建
物
は
無
償
に
な
っ
て
い
る
が
敷
地
は
有

償
貸
付
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
自
治
会
へ
の
移
行

が
な
い
集
会
所
を
有
効
利
用
し
た
い
と
い
う
市
民
の
声
が
あ
る
が
、

集
会
所
敷
地
を
自
治
会
館
敷
地
と
し
て
貸
付
す
る
場
合
と
比
べ
、

民
間
・
非
営
利
団
体
へ
の
貸
付
は
貸
付
料
が
５
倍
に
も
な
っ
て
し

ま
う
。
算
定
基
準
の
見
直
し
を

答

基
準
は
変
更
で
き
な
い
が
、
事
業
団
体
や
事
業
内
容
な
ど
状

況
に
応
じ
て
減
免
な
ど
検
討
す
る
。
。

（
裏
面
に
つ
づ
く
）

一
般
質
問

清
水
お
さ
む
議
員

Ｑ

集
会
所
敷
地
の
貸
付
料
算
定
基
準
の
見
直
し
を

Ａ

基
準
は
変
更
で
き
な
い
が
、
状
況
に
応
じ
て

減
免
な
ど
検
討
す
る

集会所

副
市
長
二
人
を
一
人
に
す
る
条
例
改
正
案

が
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
成

立
し
、
本
年
四
月
一
日
よ
り
副
市
長
が
一
人
に

な
り
ま
す
。
副
市
長
の
二
人
体
制
は
平
成
二
十

二
年
七
月
よ
り
始
ま
っ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の

間
、
少
な
く
な
い
市
民
か
ら
「
副
市
長
を
二
人

置
く
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
の
分
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
も
っ
と
向
上
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
批
判

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
共

産
党
市
議
団
は
、
二
人
体
制
に
つ
い
て
「
副
市

長
の
二
人
体
制
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
県
内
で

も
さ
い
た
ま
市
と
川
口
市
、
川
越
市
の
三
市
だ

け
で
、
当
市
と
比
べ
て
人
口
や
予
算
規
模
で
比

較
に
な
ら
な
い
大
都
市
で
あ
り
、
人
口
十
五
万

人
足
ら
ず
の
深
谷
市
で
の
二
人
体
制
は
無
謀
な

市
政
運
営
」
と
い
う
指
摘
を
し
て
き
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

副
市
長
、
四
月
か
ら
一
人
体
制
に

平
成
二
十
五
年
深
谷
市
議
会
第
一
回
定
例
会
が
三
月
一
日
か
ら
二
十
五
日
の
日
程

で
開
催
さ
れ
、
市
長
提
出
議
案
四
十
九
件
、
議
員
提
出
議
案
三
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
と
市
立
保
育
園

の
民
営
化
に
次
の
よ
う
な
理
由
で
反
対
し
ま
し
た
。
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問

給
食
費
は
有
償
と
い
う
中
で
最
近
、
給
食
費
へ
の
補
助
や
無

料
化
が
全
国
で
広
ま
り
始
め
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
給
食
を
無
料
に
し
、
若
い
人
の
定
住
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

を
。
ま
た
、
若
い
世
代
の
定
住
策
推
進
や
地
産
地
消
に
よ
る
給
食

費
の
負
担
軽
減
は
、
市
長
の
三
年
前
の
選
挙
公
約
で
あ
る
。

答

学
校
給
食
法
で
食
材
費
は

保
護
者
負
担
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
厳
し
い
経
済
情
勢

で
税
収
の
伸
び
も
期
待
で
き
な

い
中
、
現
時
点
で
は
無
料
化
は

難
し
い
。

見
解

市
長
は
三
年
前
の
選
挙

公
約
で
、
四
年
間
で
行
う
重
要

政
策
を
優
先
順
位
の
高
い
順
に

三
つ
あ
げ
、
第
一
優
先
に
「
若

い
世
代
の
定
住
策
推
進
」
を
あ

げ
、
第
三
優
先
と
し
て
「
地
元
食
材
を
活
か
し
た
給
食
で
給
食
費

の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
（
無
料
化
に
向
け
て
）
」
と
言
っ
て
お
り
、

給
食
費
の
負
担
軽
減
は
市
長
の
選
挙
公
約
で
あ
り
、
引
き
続
い
て

追
及
し
て
い
く
所
存
で
す
。

問

平
成
二
十
二
年
度
の
補
助
金
見
直
し
方
針
が
補
助
金
削
減
先

に
あ
り
き
で
な
い
と
す
れ
ば
、
見
直
し
方
針
で
「
よ
り
多
く
の
団

体
に
参
入
の
機
会
を
与
え
る
」
と
言
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

補
助
金
交
付
団
体
の
新
規
参
入
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
三
年
後
に
見
直
す
」
と
い
う
平
成
二
十
五
年
度
の
補
助
金
見
直

し
の
参
考
に
す
べ
き
だ
。
ま
た
、
見
直
し
に
あ
た
っ
て
、
公
益
に

資
す
る
団
体
は
市
行
政
の
代
行
や
補
完
等
の
機
能
を
有
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
補
助
金
の
復
活
を
。

答

こ
の
間
行
っ
た
補
助
金
見
直
し
の
影
響
や
成
果
に
つ
い
て
、

十
分
な
検
証
を
行
う
。

（
一
面
の
つ
づ
き
）

補
助
金
の
復
活
に
つ
い
て

学
校
給
食
の
無
料
化
に
つ
い
て

問

産
業
振
興
条
例
は
い
つ
制
定
す
る
の
か
。

答

来
年
度
、
制
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
産
業
振
興
計

画
に
つ
い
て
も
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

地
域
経
済
活
性
化
策
と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を

創
設
し
て
、
市
民
の
住
環
境
の
整
備
と
、
地
元
業
者
の
仕
事
確
保

を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
。

答

各
種
景
気
対
策
に
資
す
る
創
設
に
つ
い
て
は
、
広
く
市
内
事

業
者
に
効
果
が
波
及
す
る
も
の
や
公
平
性
か
ら
特
定
の
業
界
に
偏

ら
ず
市
内
全
体
の
振
興
と
な
る
対
応
策
を
研
究
し
て
い
く
。

問

砂
ぼ
こ
り
の
現
状
は
な
か
な
か
改
善
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

そ
こ
で
農
家
に
対
し
、
飛
散
防
止
の
奨
励
金
を
出
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答

奨
励
金
に
よ
る
対
策
を
講
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て

い
る
。
市
と
し
て
は
引
き
続
き
対
策
を
進
め
て
い
く
。

問

現
在
は
三
人
と
も
保
育
園
に
入
所
し
て
い
な
け
れ
ば
第
三
子

は
無
料
に
な
ら
な
い
が
、
少
子
化
対
策
の
た
め
に
も
兄
弟
姉
妹
の

年
齢
に
関
係
な
く
第
三
子
の
保
育
料
を
無
料
に
で
き
な
い
か
。

答

市
の
単
独
施
策
と
な
り
相
応
の
財
政
負
担
が
生
じ
る
こ
と
と

な
る
。
そ
の
た
め
現
段
階
で
の
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る

一
般
質
問

清
水
む
つ
み
議
員

第
三
子
の
保
育
料
無
料
化
を

Ｑ

産
業
振
興
条
例
は
い
つ
制
定
す
る
の
か

Ａ

来
年
度
に
制
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を

砂
ぼ
こ
り
対
策
に
つ
い
て

（2）

保育所


